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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第35期
第２四半期
連結累計期間

第36期
第２四半期
連結累計期間

第35期

会計期間
自2020年６月１日
至2020年11月30日

自2021年６月１日
至2021年11月30日

自2020年６月１日
至2021年５月31日

売上高 （百万円） 111,105 109,176 221,551

経常利益 （百万円） 4,753 3,937 8,827

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 2,911 2,497 5,518

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,926 2,512 5,578

純資産額 （百万円） 38,879 43,648 41,537

総資産額 （百万円） 71,701 74,027 75,635

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 208.99 179.29 396.21

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － 179.20 396.16

自己資本比率 （％） 54.0 58.8 54.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 2,801 3,449 9,853

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,994 △3,495 △7,006

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,066 △818 △2,436

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 7,187 6,991 7,857

 

回次
第35期
第２四半期
連結会計期間

第36期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2020年９月１日
至2020年11月30日

自2021年９月１日
至2021年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 84.47 83.42

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第35期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しております。詳細については、「第４．経理の状況　１．四半期連結財務諸表　注記事項（会

計方針の変更）」に記載のとおりであります。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

EDINET提出書類

大黒天物産株式会社(E03423)

四半期報告書

 2/20



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しております。これに伴い、売上高の一部の会計処理が前第２四半期連結累計期間と異なることから、売

上高についての前年同期比（％）は記載しておりません。

　詳細については、「第４．経理の状況　１．四半期連結財務諸表　注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおり

であります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言の発出な

ど、経済活動が制限され厳しい状況で推移いたしました。足元では、ワクチン接種が進み、新規感染者数が低位で

推移するなど経済活動の正常化が進む一方、海外では新しい変異株の出現などにより、多くの国で新規感染者数が

過去最多を更新するなど、経済情勢は依然として不安定な状況となっております。

　小売業界におきましては、新型コロナウイルス感染症の影響による経済活動の制限に加え、生活防衛意識の高ま

りによる節約志向の上昇など、厳しい状況が続いております。また、食品小売業においては、コロナ禍発生当初に

おける非常に高い巣ごもり需要は落ち着いてきたものの、生活様式の変化に伴い家庭内消費の需要は依然高水準を

維持していることから、他業種からの参入など業種・業態を超えた競争が激化しており、経営環境は厳しさが増し

ております。

　このような環境の中、当社グループでは、『魅力ある店づくり６項目』（①価格、②品質、③売場、④活気、⑤

環境整備、⑥接客）の徹底をスローガンに、お客様にご支持いただける小売業を目指して取り組んでおります。原

材料価格や原油価格などの高騰による商品価格への転嫁が顕在化してきておりますが、お客様に「安くて新鮮で美

味しい商品」を提供するべく、「ＥＳＬＰ（エブリデイ・セーム・ロープライス）」による地域最安値価格を目指

すとともに、自社開発商品の中身を徹底的に「アナライズ」（分析）し改良を重ねた、「高品質・低価格」なライ

ンナップの展開、自社物流の構築による物流コスト削減、産地からの最短定温物流実現による生鮮食品の鮮度向上

を推進しております。さらに成長戦略として、生鮮売場を強化した大幅改装を２店舗で実施いたしました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,091億７千６百万円（前年同期は1,111億５百万円）、経

常利益は39億３千７百万円（前年同期比17.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は24億９千７百万円（前

年同期比14.2％減）となりました。

　なお、当社グループのセグメントの経営成績につきましては、小売事業以外に、卸売事業、飲食事業等を営んで

おりますが、重要性が乏しいため記載を省略しております。

 

　財政状態の状況につきましては、次のとおりであります。

（流動資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、179億４千９百万円となり、前連結会計年度末に比

べ９億３千９百万円減少いたしました。その主たる変動要因は、商品及び製品の増加（65億２千９百万円から71

億３千９百万円へ６億１千万円増加）などに対し、現金及び預金の減少（78億５千７百万円から69億９千１百万

円へ８億６千５百万円減少）、その他の流動資産の減少（41億８千３百万円から34億４千６百万円へ７億３千６

百万円減少）などによるものであります。

（固定資産）

　当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、560億７千７百万円となり、前連結会計年度末に比

べ６億６千８百万円減少いたしました。その主たる変動要因は、有形固定資産の減少（436億８千５百万円から

430億８千８百万円へ５億９千６百万円減少）、投資その他の資産の減少（127億３千８百万円から126億３千８

百万円へ１億円減少）などによるものであります。
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（流動負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、248億２千２百万円となり、前連結会計年度末に比

べ31億６千万円減少いたしました。その主たる変動要因は、短期借入金の増加（39億４百万円から40億７千万円

へ１億６千５百万円増加）などに対し、未払法人税等の減少（25億２千万円から16億１千６百万円へ９億４百万

円減少）、支払手形及び買掛金の減少（133億８千５百万円から131億４千万円へ２億４千４百万円減少）、その

他の流動負債の減少（76億１千１百万円から53億９千８百万円へ22億１千３百万円減少）によるものでありま

す。

（固定負債）

　当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、55億５千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ

５億５千８百万円減少いたしました。その主たる変動要因は、長期借入金の減少（10億７千万円から５億７千９

百万円へ４億９千万円減少）などによるものであります。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、436億４千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ

21億１千１百万円増加いたしました。その主たる変動要因は、利益剰余金の増加（386億９千５百万円から407億

８千９百万円へ20億９千３百万円増加）などによるものであります。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末と比べ

８億６千５百万円減少し、69億９千１百万円（前第２四半期連結会計期間末に比べ１億９千６百万円減少）となり

ました。

 

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により得られた資金は、34億４千９百万円（前第２四半期連結累計期間の28億１百万円の資金の増加

に比べ６億４千７百万円の増加）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益（39億３千７百万

円）、資金の支出を伴わない減価償却費（25億９百万円）、その他の流動資産の減少額（７億２千６百万円）な

どによる資金の増加要因が、棚卸資産の増加額（６億７千７百万円）、仕入債務の減少額（２億４千４百万

円）、その他の流動負債の減少額（５億８千９百万円）、法人税等の支払額（23億５千万円）などによる資金の

減少要因を上回ったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により支出した資金は、34億９千５百万円（前第２四半期連結累計期間の19億９千４百万円の資金の

支出に比べ15億１百万円の支出の増加）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出（34億１千

３百万円）などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により支出した資金は、８億１千８百万円（前第２四半期連結累計期間の10億６千６百万円の資金の

支出に比べ２億４千７百万円の支出の減少）となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出（12億２

千４百万円）、配当金の支払額（４億３百万円）などによる資金の減少要因が、短期借入金の増加額（９億円）

による資金の増加要因を上回ったことによるものであります。

 

(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況

の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について、重要な変更はありません。

 

(4) 経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

　当第２四半期連結累計期間において、経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観

的な指標等について、重要な変更はありません。

 

(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、重

要な変更はありません。

 

(6) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(7) 従業員数
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　当第２四半期連結累計期間において、事業規模の拡大に伴い小売事業セグメントの従業員が168名増加したこと

などにより、当社グループの従業員数は166名増加し、1,798名となりました。なお、従業員数は就業人員数であり

ます。

 

(8) 主要な設備

　前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却について、当第２

四半期累計期間に著しい変更があったものは、次のとおりであります。

 

（重要な改装）

　提出会社において、前連結会計年度末に計画しておりました重要な改装11店舗のうち６店舗について計画を見直

し、来期以降の実施に変更いたしました。なお、当該計画見直しによる当連結会計年度の損益に与える影響は軽微

であります。計画変更後の重要な改装計画は下記のとおりであります。

会社名
事業所名

所在地
セグメント
の名称

設備の内容
投資予定
総額
（百万円）

既支払額
（百万円）

資金調
達方法

着手予定年月 完了予定年月
増加能力
(売場面積)
（㎡）

大黒天物産㈱他

改装　５店舗
岡山県他 小売事業 店舗設備 738 258

自己資金

借入金

2021年６月

から

2022年３月

2021年７月

から

2022年４月

－

（注）１．上記には、当第２四半期連結累計期間において改装済の２店舗が含まれております。

２．計画見直しにより改装予定店舗数、投資予定総額、着手予定年月、完了予定年月をそれぞれ変更してお

ります。なお、既支払額は改装済の２店舗において支払った金額となります。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 43,600,000

計 43,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
　（2021年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年１月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,474,200 14,474,200
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 14,474,200 14,474,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

  2021年９月１日～

  2021年11月30日
－ 14,474,200 － 1,661 － 1,823
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（５）【大株主の状況】

  2021年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

大賀　昭司 岡山県倉敷市 5,648,000 40.54

JP MORGAN CHASE BANK 385839

（常任代理人 株式会社みずほ銀

行）

25 BANK STREET, CANARY WHARF, LONDON,

E14 5JP, UNITED KINGDOM

（東京都港区港南２丁目15－１）

964,850 6.92

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 786,500 5.64

大賀　公子 岡山県倉敷市 720,000 5.16

大賀　昌彦 岡山県倉敷市 720,000 5.16

大賀　愛子 岡山県倉敷市 480,000 3.44

大賀　大輔 岡山県倉敷市 480,000 3.44

大賀　友貴 岡山県倉敷市 480,000 3.44

公益財団法人大黒天財団 岡山県倉敷市堀南704－５ 300,000 2.15

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED

STOCK FUND（常任代理人 株式会

社三菱ＵＦＪ銀行）

245 SUMMER STREET BOSTON, MA 02210

U.S.A.

（東京都千代田区丸の内２丁目７－１）

299,186 2.14

計 － 10,878,536 78.10

（注）１. 日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）の所有株式数786,500株は、信託業務に係るものでありま

す。

 

２．2021年６月７日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、アセットマネジメン

トOne株式会社及びその共同保有者であるみずほ証券株式会社が、2021年５月31日現在でそれぞれ以下の株式

を所有している旨が記載されているものの、当社として2021年11月30日現在における実質所有株式数の確認が

できませんので、上記大株主の状況には含めておりません。なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりで

あります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

アセットマネジメントОｎｅ株

式会社
東京都千代田区丸の内１丁目８番２号 563,700 3.89

みずほ証券株式会社 東京都千代田区大手町１丁目５番１号 46,600 0.32

計 － 610,300 4.22

 

３．2021年９月３日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、アーチザン・インベ

ストメンツ・ジーピー・エルエルシーが、2021年８月31日現在で以下の株式を所有している旨が記載されてい

るものの、当社として2021年11月30日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状

況には含めておりません。なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

アーチザン・インベトメンツ・

ジーピー・エルエルシー

(Artisan Investments GP LLC)

アメリカ合衆国 53202 ウィスコンシン州

ミルウォーキー、 スウィート800、 ウィ

スコンシン・アヴェニュー875E

1,446,100 9.99
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４．2021年９月７日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、エフエムアール エ

ルエルシーが、2021年８月31日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として2021

年11月30日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

エフエムアール エルエルシー

(FMR LLC)

米国 02210 マサチューセッツ州ボスト

ン、 サマー・ストリート245
798,635 5.52

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2021年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 545,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 13,924,900 139,249 －

単元未満株式 普通株式 4,000 － －

発行済株式総数  14,474,200 － －

総株主の議決権  － 139,249 －

 

②【自己株式等】

    2021年11月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

大黒天物産株式会社

岡山県倉敷市堀南

704番地の５
545,300 － 545,300 3.76

計 － 545,300 － 545,300 3.76

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

　役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

専務取締役

経営戦略室長兼営業戦略部長兼

店舗開発部長

専務取締役

経営戦略室長兼営業戦略部長兼

経営企画室長兼店舗開発部長

大村　昌史 2021年10月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年９月１日から2021

年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年６月１日から2021年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2021年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,857 6,991

受取手形及び売掛金 126 111

商品及び製品 6,529 7,139

仕掛品 92 100

原材料及び貯蔵品 304 362

その他 4,183 3,446

貸倒引当金 △203 △203

流動資産合計 18,889 17,949

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 26,688 25,364

土地 8,101 8,232

その他（純額） 8,895 9,491

有形固定資産合計 43,685 43,088

無形固定資産 322 350

投資その他の資産   

建設協力金 1,677 1,604

差入保証金 4,907 4,938

その他 6,209 6,152

貸倒引当金 △55 △57

投資その他の資産合計 12,738 12,638

固定資産合計 56,746 56,077

資産合計 75,635 74,027
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2021年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年11月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,385 13,140

短期借入金 3,904 4,070

未払法人税等 2,520 1,616

賞与引当金 555 590

資産除去債務 6 6

その他 7,611 5,398

流動負債合計 27,983 24,822

固定負債   

長期借入金 1,070 579

退職給付に係る負債 40 41

資産除去債務 2,909 2,927

その他 2,093 2,007

固定負債合計 6,114 5,556

負債合計 34,097 30,378

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,661 1,661

資本剰余金 1,823 1,823

利益剰余金 38,695 40,789

自己株式 △880 △880

株主資本合計 41,300 43,393

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 90 103

その他の包括利益累計額合計 90 103

新株予約権 46 49

非支配株主持分 100 102

純資産合計 41,537 43,648

負債純資産合計 75,635 74,027
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年６月１日
　至　2020年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年６月１日
　至　2021年11月30日)

売上高 111,105 109,176

売上原価 84,172 82,848

売上総利益 26,932 26,328

販売費及び一般管理費 ※ 22,334 ※ 22,575

営業利益 4,598 3,752

営業外収益   

受取利息 16 13

受取配当金 2 4

受取賃貸料 43 44

受取保険金 74 89

貸倒引当金戻入額 27 －

その他 35 73

営業外収益合計 199 224

営業外費用   

支払利息 13 13

賃貸費用 24 24

その他 5 1

営業外費用合計 43 39

経常利益 4,753 3,937

特別利益   

補助金収入 35 －

特別利益合計 35 －

特別損失   

固定資産圧縮損 35 －

特別損失合計 35 －

税金等調整前四半期純利益 4,753 3,937

法人税、住民税及び事業税 2,034 1,446

法人税等調整額 △197 △8

法人税等合計 1,837 1,438

四半期純利益 2,916 2,498

非支配株主に帰属する四半期純利益 5 1

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,911 2,497
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年６月１日
　至　2020年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年６月１日
　至　2021年11月30日)

四半期純利益 2,916 2,498

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 10 13

その他の包括利益合計 10 13

四半期包括利益 2,926 2,512

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,921 2,510

非支配株主に係る四半期包括利益 5 1
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年６月１日
　至　2020年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年６月１日
　至　2021年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 4,753 3,937

減価償却費 2,511 2,509

賞与引当金の増減額（△は減少） 515 35

貸倒引当金の増減額（△は減少） △27 1

受取利息及び受取配当金 △18 △18

支払利息 13 13

補助金収入 △35 －

固定資産圧縮損 35 －

建設協力金の家賃相殺額 99 96

預り建設協力金の家賃相殺額 △24 △24

売上債権の増減額（△は増加） 64 14

棚卸資産の増減額（△は増加） △987 △677

その他の流動資産の増減額（△は増加） 1,473 726

仕入債務の増減額（△は減少） △2,157 △244

その他の流動負債の増減額（△は減少） △1,556 △589

その他の固定負債の増減額（△は減少） 7 14

その他 5 10

小計 4,673 5,805

利息及び配当金の受取額 5 5

利息の支払額 △11 △11

法人税等の支払額 △1,866 △2,350

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,801 3,449

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,963 △3,413

無形固定資産の取得による支出 △69 △62

差入保証金の差入による支出 △41 △56

差入保証金の回収による収入 78 22

建設協力金の支払による支出 － △10

長期貸付けによる支出 △2 －

長期貸付金の回収による収入 1 18

その他 1 6

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,994 △3,495

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） 1,000 900

長期借入金の返済による支出 △1,633 △1,224

リース債務の返済による支出 △57 △90

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △375 △403

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,066 △818

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △259 △865

現金及び現金同等物の期首残高 7,446 7,857

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 7,187 ※ 6,991
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【注記事項】

（会計方針の変更）

１．収益認識に関する会計基準等の適用

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　本会計基準適用における主な変更の内容は、従来、当社グループの物流センターに納品される商品等に関連し

て発生するフィー等について、仕入先から受け取る対価を売上高として計上しておりましたが、商品等に対する

支配の移転時期、商品等の仕入と当該フィー等に係る取引の関連性を総合的に勘案した結果、売上原価または販

売費及び一般管理費より控除する方法に変更しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高が1,627百万円減少、売上原価が1,412百万円減少、販売費及び

一般管理費が215百万円減少しておりますが、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響

はありません。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おりますが、利益剰余金期首残高に与える影響はありません。

　なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方

法により組替えを行っておりません。

 

２．時価の算定に関する会計基準等の適用

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用）

　当社及び一部の連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設され

たグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目に

ついては、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応

報告第39号　2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第28号　2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、

改正前の税法の規定に基づいております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2020年６月１日
　　至 2020年11月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2021年６月１日
　　至 2021年11月30日）

従業員給料及び賞与 9,299百万円 9,672百万円

退職給付費用 38 41

賞与引当金繰入額 970 560

水道光熱費 1,944 2,137

賃借料 3,164 3,283

減価償却費 2,001 2,037

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　前第２四半期連結累計期間（自　2020年６月１日　至　2020年11月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　2021年６月１日　至　2021年11月30日）

　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている現金及び預金勘定の残高は一

致しております。
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年６月１日　至　2020年11月30日）

配当金支払額

 
(決議）
 

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年８月19日

定時株主総会
普通株式 376 27  2020年５月31日  2020年８月20日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年６月１日　至　2021年11月30日）

配当金支払額

 
(決議）
 

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年８月25日

定時株主総会
普通株式 403 29  2021年５月31日  2021年８月26日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループにおける報告セグメントは小売事業のみであり、開示情報としての重要性が乏しいため、セグメ

ント情報の記載を省略しております。

 

（収益認識関係）

（顧客との契約から生じる収益を分解した情報）

　当社グループは、当第２四半期連結累計期間の売上高のうち98.6％が小売店舗における商品販売であります。

当該商品の引渡時点において、顧客への履行義務が充足されると同時に対価の回収が全て完了していることか

ら、当該時点で収益を認識しております。

　以上より、主要な顧客との契約から生じる収益の分解情報を開示する重要性が乏しいと判断したため、記載を

省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年６月１日
至　2020年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年６月１日
至　2021年11月30日）

（1）１株当たり四半期純利益金額 208円99銭 179円29銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額　　

（百万円）
2,911 2,497

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
2,911 2,497

普通株式の期中平均株式数（株） 13,928,880 13,928,866

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 179円20銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（株） － 6,939

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年１月12日

大黒天物産株式会社
 

取締役会　御中 

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 大　阪　事　務　所 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川合　弘泰

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 藤井　秀吏

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大黒天物産株式会

社の2021年6月1日から2022年5月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2021年9月1日から2021年11月30日ま

で）及び第2四半期連結累計期間（2021年6月1日から2021年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半

期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大黒天物産株式会社及び連結子会社の2021年11月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

（注）１．上記の監査報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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